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県立美術館 玉手箱ＶI「デザイナー　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(すずた),鈴田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(てるじ),照次)」を開催します
染色家鈴田照次(1916～1981)は、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なべしまさらさ),鍋島更紗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひでんしょ),秘伝書)」･「見本帖」（佐賀県重要文化財）の技法を追求して「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もくはんずりさらさ),木版摺更紗)」という独自の技法を作りだしました。
一方、佐賀を愛する工芸家でもあった鈴田照次は、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のごみ),能古見)人形」を創作した他、鍋島緞通をデザイン、陶磁器に絵付けをし、旅館やホテルの室内装飾などにも挑戦しています。また、沖縄から東南アジアを旅して書いた『染織の旅』、歌と随想をつづった『梅下集』を残しました。
今回の展示は、多芸多才な工芸デザイナー鈴田照次の一面を、着物以外のユニークな作品8点で紹介します。
記
１　会期
平成22年2 月16日(火曜日)～4月11日(日曜日)
[image: image4.bmp]２　開館時間
午前9時30分～午後6時

（入館は 午後5時30分まで）


月曜日休館

※ 3月22日(月曜日・祝日)は開館、翌23日（火曜日）は休館します。
３　会場
佐賀県立美術館　1号Ｂ展示室

４　観覧料
無料
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５　展示資料
鈴田照次作品　8点
	
	玉手箱ＶI「デザイナー　鈴田照次」　展示目録　（全8点）

	
	作品名
	年代
	数量
	備　考

	1
	白磁EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 10(すいてき),水滴)　猿
	1944年(昭和19)頃
	1
	館蔵/松田仁氏寄贈

	2
	色絵面浮立文皿
	1945年(昭和20)頃
	1
	館蔵/松田仁氏寄贈

	3
	ロウケツ染EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 10(ついたて),衝立)　EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 10(ありあけ),有明)文
	1952年(昭和27)
	1
	館蔵/森永惣吉氏寄贈

	4
	型絵染襖　竹文
	1958年(昭和33)
	1
	館蔵

	5
	型絵染壁掛　EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 10(めんぶりゅう),面浮立)文
	1961年(昭和36)
	1
	館蔵

	6
	型絵染テーブルセンター　面浮立文
	1965年(昭和40)頃
	1
	館蔵/柴田祐子氏寄贈

	7
	鍋島緞通　松梅文
	1972年(昭和47)
	1
	鈴田照次デザイン
1989年(平成1)　吉島敷物製作　館蔵

	8
	鍋島緞通　EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\al(\s\up 10(とうかん),唐環文)
	1972年(昭和47)
	1
	鈴田照次デザイン
1990年(平成2)　吉島敷物製作　館蔵
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「型絵染壁掛　面浮立文」


鈴田照次　1961年(館蔵)














「型絵染帯　笹文」を制作中の鈴田照次　1966年





染色家　鈴田照次（すずたてるじ: 1916～1981 ) 


佐賀県白石町生まれ。東京高等工芸学校(現千葉大学工学部)工芸図案科を出て、ロウケツ染や型絵染の作品を発表。また、郷土玩具「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(のごみ),能古見)�人形」を考案する。昭和34年、佐賀県文化館で｢鍋島更紗秘伝書｣･「鍋島更紗見本帖」(佐賀県文化財)に出会い、その技法研究から独自の「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(もくはんずり),木版摺)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(さらさ),更紗)�」を創作。日本工芸会正会員、同理事。昭和53年紫綬褒章受賞するが、昭和56年9月8日没(満64歳)。父の後を継いだ次男滋人氏は「木版摺更紗」で平成20年に重要無形文化財保持者（人間国宝）となる。





<お知らせ>　特別展示「中里逢庵　唐津十選」


昨年3月に亡くなられた藝術院会員で陶芸家 中里逢庵先生の独創的な唐津焼作品10点を、九州陶磁文化館に寄贈された遺作と館蔵品をあわせて展示します。


期日：平成22年3月25日(木曜日)～4月25日(日曜日)　 県立美術館3号展示室
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